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はじめに 

 

 本報告書は平成22年度－平成23年度専門研究B「言語障害のある子どもの通常の学級に

おける障害特性に応じた指導・支援の内容・方法に関する研究－通常の学級と通級指導教

室の連携を通して－」の研究成果をまとめたものである。 

 言語障害教育においては、対象とする言語障害（構音障害、吃音、言語発達の遅れ）の

ある子どもの個々の言語症状の改善や言語力の伸張、自己の言語障害についての理解や言

語障害に起因して生じる問題の解決等に向けて、通級指導教室等の個別の場での指導・支

援の在り方を中心として実践及び研究が進められてきた。 

 言語障害のある子どもは、学校においてはほとんどの時間を通常の学級で過ごし、一部

の時間、通級指導教室等で上記のような言語障害に関わる指導を受けている場合が多い。

すなわち言語障害のある子どもの学校生活の基盤は通常の学級にあると言ってよい。その

通常の学級での生活や学習を円滑にするために、通級指導教室等の言語障害教育担当者は

何ができるのか。本研究の着想に至った観点はそこにある。たしかにこれまでに上記の実

践・研究によって蓄積されてきた指導・支援の在り方も、言語障害のある子どもの通常の

学級での生活につながるものであると考えられるが、本研究では、そうした通級指導教室

等における個々へのアプローチ以外にも、通常の学級と通級指導教室の連携を通して、言

語障害のある子どもの通常の学級での学習や生活に資する取組を検討・整理した。 

 本報告書では、第１章で本研究の背景や目的等、全体的な枠組みを示し、第２章では文

献研究や調査等から、通常の学級と通級指導教室の連携の実態や、通常の学級における言

語障害のある子どもの困難さ、通常の学級における配慮等について検討・整理した。第３

章では言語障害のある子どもの通常の学級における困難さの軽減のために、通常の学級と

通級指導教室の連携を通して行ったいくつかの取組について報告・検討した。第４章では

本研究において収集した資料・知見から、通常の学級と通級指導教室の連携を進めていく

上での要件を議論した。第５章では本研究から得られた知見を総合的に考察、整理した。

巻末には、資料として、本研究に参画した研究研修員及び本研究の研究パートナーの取組

の一部を掲載した。 

 本報告書が言語障害のある子どもの通常の学級における学習や生活の向上に寄与し、ま

た、通常の学級と通級指導教室の連携・協力を進めていく上で役立つものとなれば幸いで

ある。 

 本研究の実施に当たり直接ご協力いただいた研究協力者、研究協力機関の皆様、実践研

究への協力と本報告書への掲載を了承してくださったお子さんと保護者の皆様、資料の提

供や、調査にご協力いただいた通常の学級や通級指導教室の先生方、研究会等で情報をく

ださった皆様に深く感謝申し上げるとともに、今後も多くの皆様からご支援・ご助言いた

だけるよう祈念する次第である。 

 

 

           研究代表者 教育研修・事業部主任研究員 牧野 泰美 
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